




































































萎調によるビタミンC量の変化を冷蔵庫貯蔵(平均 ンドフエノ A ル法により，還元型ビタミンC量の変化
温度3.50C，平均湿度84%)，室温放置(平均温度7.2 を測定して，第2表の結果を得た。
。C，平均湿度68%)，ふ卵器保脊(温度300C，平均
第2表 萎凋による試料中のビタミン C量の変化(単位=mg%)一f明 011 I川|2 |い31一4ij5 トハ71ソ9トハ川1日 卜川41汁1口7 
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第二次元 n-Butanol+Acetic acid+H20 
(4: 1 : 5)
発色剤:0.2% Ninbydrin， n-Butanol溶液




ても， asparagine，ぷlutamicacid. serine， glycine， 










(1) Asparagine (2) Cystine 
(3) Glutamic acid (4) Serine 
(5) Glycine (6) Arginine 
(7) Threonine (8) Alanine 
(9) Tyrosine (10) Histidine 
(1) Proline (l?) ? 











展開剤:Butanol+Pyridine+H:aO(6 : 4 : 3) 
発色剤:Benzidine+ Trichlor acetic acid (Benzi-
dine 0.5 g， 40 % Trichloracetic acid 10 cc， 
純アルコール 80cc)





試 料 (R町 l|対照
新鮮 I7日 I12日 (Rf) 
Gluco~e 一








展開剤:Butanol+Formic acid+H20 (4 : 1 : 5) 
発色剤:0.1% Bromphenol， n-Butanol液
濃紙:東洋濯祇 No.50， 40cmx2cm 
一次元 Paperchromatography rc，より，第5表を
得た。
第 5衰有機酸の Paperchromatogram 
有機酸
話 料 (Rf) 対照
新鮮 I7日 I12日 (Rf) 
Oxalic 0.10 0.09 0.09 
Malic 0.47 0.49 一 0.46 
Citric 0.42 一 0.39 
ることなく存続するものと推定される。この推定を第 その結果は萎凋O日(新鮮時)について oxalicacid 
2図，第3図，および第4図においては点線をもって citric acid， malic acidを， 萎凋7日については，
昭和32年9月 (1957)
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